
 

	 懲 
分 	 昭和39年度 

   

区 昭和40年度 

課 税 方 式 特 別 方 式 

事業専従者給与額 税額から 1.000円控除 

青色専従者給与額 税額から 1' 600円控除 

1人目 4万円、 2人目 
扶 養 控除額 以下 1人につき 3万円 

所得から控除 

配 当 控 除 控除しなし、 

雑 損 控 除 控除しない 

医 療 費 控 除 控除しない 

社 会 保 険 料 控除しない

生 命 保 険 料 控除しない 

本 文 方 式 

所得から 5万円控除

所得から 8万円控除 

1人目 7万円、 2人目
以下 1人につき 3万円
所得から控除 

税額から控除する
株式配当 3% 
投信配当L5% 

所得金額の10%をこえ
る額を所得から控除す
る 

所得金額の 5%をこえ
る金額について所得か
ら控除する（最高15万
円） 

所得から控除する 

所得から控除する 
（最高22. 500円） 

ま
も
な
く
昭
和
四
十
年
度
、
 

市
民
税
の
申
告
の
時
期
が
や
つ

て
ま
い
り
ま
す
が
、
昭
和
三
十

九
年
四
月
に
法
律
（
地
方
税
法
 

）
 の
一
部
が
改
正
さ
れ
て
、
昭

和
四
十
年
度
以
降
の
市
民
税
の

課
税
方
式
が
、
別
表
の
よ
う
に

変
り
ま
し
た
か
ら
、
よ
く
お
よ
 

な
お
、
市
民
税
の
申
告
書
は

保
険
税
の
申
告
書
も
か
ね
て
お

り
ま
す
の
で
、
市
民
税
の
所
得

割
が
、
か
か
ら
な
い
方
で
あ
つ
 

し
 

み
に
な
つ
て
、
中
告
の
際
は
該

当
す
る
事
項
を
か
な
ら
ず
記
載
 

.
 

す
る
よ
う
、
注
意
し
て
く
だ
さ
 

、
。
 

四
十
年
度
か
ら
 

市
民
税
の
課
税

方
式
が

変
る
 

て
も
、
申
告
し
な
い
場
合
は
、
 

つ
ぎ
の
恩
典
が
あ
り
ま
せ
ん
か

ら
、
申
告
も
れ
の
た
い
よ
う
に

し
て
く
だ
さ
い
。
 

①
所
得
金
額
が
、
九
万
円
以

上
の
と
き
は
、
被
保
険
者
均
等

割
額
と
平
等
割
に
つ
い
て
、
十

分
の
六
の
軽
減
を
う
け
ま
す
。
 

③
九
万
円
を
こ
え
、
被
保
険

者
一
人
に
つ
き
一
万
五
千
円
を

加
え
た
合
計
額
以
下
の
と
き
は

十
分
の
四
の
軽
減
を
う

け
ま

す
。
 

訂
正
 

市
民
相
談
室
で
」
の
記
事
中
、
 

担
当
員
は
堀
内
賢
八
で
す
、
と

あ
る
の
は
．
野
宮
賢
八
の
あ
や

ま
り
で
し
た
。
訂
正
し
て
、
お

わ
び
い
た
し
ま
す
。
 

一
月
十
五
日
号
「
 

み
ん
な
の
相
談
は
 

し
体
不

自
由
者

更
生

指
導
所

入
所

生

募
集
 

し
体
不
自
由
者
が
、
自
ら
進

ん
で
そ
の
障
害
を
克
服
し
、
 一

般
社
会
生
活
活
動
が
で
き
る
よ

う
、
社
会
的
更
生
の
み
ち
を
指

導
す
る
、
青
森
県
し
体
不
自
由

者
更
生
指
導
所
で
は
、
つ
ぎ
に

よ
り
、
入
所
者
を
募
集
し
て
お

り
ま
す
。
 

募
集
地
域
 
県
内
一
円
 

募
集
人
員
…
四
十
人
 

入
所
期
間
・
・
】
か
年
以
内
 

入
所
時
期
…
四
月
上
旬
 

申
込
期
日
―
：
昭
和
四
十
年二
月

一
一
十五
日
ま
で
 

応
募
資
格
…
身
体
障
害
者
福
祉

法
に
よ
る
身
体
障
害
（
男
女
を

間
わ
ず
介
護
を
必
要
と
し
な
い

し
体
不
目
由
者
）
 
で
、義
務
教

育
終
了
者
、
ま
た
は
こ
れ
と
同

等
以
上
の
学
力
を
有
す
る
と
認

め
た
者
 
応
募
手
続
な
ど
く
わ

し
い
こ
と
は
市
福
祉
事
務
所
へ

お
間
い
合
せ
く
だ
さ
い
。
 

課 税 の 相 遠 点 

(1) 	（昭和33年9月10日第3種郵便物認可） 
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（青森県） 五 所 川 原 市 広 報 

毎月5. 15. 25日 発行第135号 一部2円 

発行所 五所川原市役所 印刷所 青森民友新聞社 

・・臨時市議会・・・ 

群を統合し、五所川原第ー中を建設 

五所川原市の臨時議会は、 1月30日招集され，提案

された全議案を可決しー同日閉会しました0 
この議会で、きまつた主なものは・・・ 

①五所川原中学校と松島中学校を統合し、現在、造成

中の教育環境のよい松島団地に、五所川原第ー中学校

を建設する0 
②五所川原市職員の給与条例の一部改正と、それにと

もなう補正予算。 

（写真・・・審議中の臨時議会） 
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纏
議
導
 

中

マ

ン
、
 

念
」
 

ほ、くをお忘れなく 

申告しないと特典がなくなりますよ 

たかし 

申 告相 談所開設 日 程 

受付時間は午前9時～午後3時（土曜日は12時まで） 

晦 

月 	日 地 区 別 相談会場 月 	日 地 区 別 相談会場 

2月23日 小曲地区 小曲集会場 
3月謂 飯詰地区 飯詰支所 

2月郡 栄地区 栄支所 
3月鍋 驚飯器地区 沖飯詰小学校 

2月雛 緩地区 梅沢支所 
3月謂 響】議地区 中川支所 

3月娼 高野地区 高野公民館 3月器 三好地区 三好支所 

3月l昌 摺薮除く） 七和支所 
3月12日 毘沙門地区 毘沙門小学校 

13日 長富地区 長富集会場 

3月3日 算蛮1 舞叡便山 野里小学校 3月器 松島地区 松島支所 

3月4日 讐岳さ頭塁区 松野木小学校 製l昌 覇賑，新宮 中央公民館 

市

・
県
民
税
 

申
告
相

談
所

を
開

設
 

昭
和
四
十
年
度
分
の
市
県
民

税
に
つ
い
て
、
市
で
は
、
み
な

さ
ん
が
申
告
し
ゃ
す
い
ょ
う
に

申
告
相
談
所
を
各
地
区
に
設
け

て
、
ご
相
談
に
応
ず
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
 

こ
と
し
は
、
税
法
の
一
部
が

改
正
さ
れ
、
そ
の
取
扱
い
も
、
 

だ
い
ぶ
変
つ
て
お
り
ま
す
か
ら

と
く
に
相
談
会
場
を
増
や
し
、
 

み
な
さ
ん
の
便
宜
を
は
か
る
こ

と
に
な
つ
て
お
り
ま
す
か
ら
、
 

つ
ぎ
の
こ
と
を
、
よ
く
お
読
み

に
な
つ
て
、
当
日
は
、
お
忘
れ

な
く
指
定
の
会
場

へ
お
い
で
く

だ
さ
い
。
 

〇
申
告
L
な
け
れ
ば
な
ら
 
 

な
い
人
 

昭
和
四
十
年
一
月
一
日
現
在

で
、
市
内
に
居
住
し
て
い
る
人

未
成
年
者
‘
老
年
者
、
不
具
者

寡
婦
ま
た
は
生
活
扶
助
料
受
給

等
で
、
市
税
が
か
か
つ
て
い
な

い
人
も
、
そ
の
事
実
を
中
告
し

て
く
だ
さ
い
。
 

O
持
参
す
る
も
の
 

①
申
告
書
の
用
紙
と
印
か
ん

②
所
得
控
除
の
適
用
を
、
う

け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
つ
ぎ

の
関
係
資
料
 

▽
雑
損
控
除
の
適
用
を
う
け

よ
う
と
す
る
と
き
は
、
そ
れ
を

証
明
す
る
資
料
 

▽
医
療
費
控
除
の
適
用
を
う
 
 

け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
そ
の

領
収
証
ま
た
は
医
師
の
証
明
書

△
社
会
保
険
料

（健
康
保
険

国
民
年
金
、
失
業
保
険
．
厚
生

年
金
等
）
の
適
用
を
う
け
ょ
う

と
す
る
と
き
は
、
そ
の
領
収
証

ま
た
は
、
証
明
す
る
資
料
 

△
生
命
保
険
料
控
除
の
適
用

を
う
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
 

そ
の
領
収
証
ま
た
は
証
書
 

△
そ
の
他
、
別
途
控
除
を
う

け
ょ
う
と
す
る
と
き
は
、
そ
れ

を
証
明
す
る
資
料
 

③
給
与
所
得
者
で
あ
る
と
き

ま
た
は
、
世
帯
員
の
中
に
給

与
所
得
者
が
あ
る
と
き
は
、
源

泉
徴
収
票

（
退
職
所得
者
を
含

む
）
 

働
き
な
が
ら
四
年
間
で
、
高

校
を
卒
業
で
き
る
N
且
K
学
園

高
校
で
は
、
二
月
二
十
日
か
ら

四
月
十
日
ま
で
、
あ
ら
た
に
一

年
生
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。
 

x
且
K
高
校
は
、
通
信
教
育
で

す
の
で
教
科
書
、
学
習
書
、

N
 

H
K
の
ラ
ジ
オ
、
テ
レ
ピ
放
送

番
組
を
利
用
し
て
自
宅
で
勉
強

し
、
月
一
回
程
度
ス
ク
ー
リ
ン

グ
会
場
で
授
業
を
う
け
ま
す
。
 

学
費
は
、
授
業
科
、
教
科
書
な

ど
、
い
つ
さ
い
を
含
め
て
ー
か

月
三
六
〇
円
位
で
す
。
 

入
学
資
格
は
、
中
学
校
を
卒

業
し
た
方
、
ま
た
は
、
今
春
中

学
校
を
卒
業
見
込
の
ま
、
、
男
 

〇
不
申
告
に
よ
る
不
利
益

万

一
、
申
告
し
ま
せ
ん
と
、
 

各
種
の
諸
控
除
が
一
切
認
め
ら

れ
な
い
ほ
か
、
科
料
が
課
せ
ら

れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
 

O
そ
の
他
申
告
に
つ
い
て

の
お
願
い
 

配
布
さ
れ
た
申
告
書
は
、
大

切
に
し
て
期
日
が
く
る
ま
で
保

在
し
、
紛
失
し
な
い
ょ
う
に
し

て
く
だ
さ
い
。
 

市
役
所
に
は
、
手
持
ち
が
ど

ざ
い
ま
せ
ん
の
で
、
申
告
す
る

際
は
、
必
ず
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。
そ
の
ほ
か
、
関
係
資
料
も

お
忘
れ
な
く
、
お
持
ち
く
だ
さ

る
ょ
う
、
お
願
い
し
ま
す
。
 

女
の
別
、
年
令
は
問
い
ま
せ
ん

く
わ
し
い
こ
と
は
、
弘
前
市
馬

喰
町
九
の
四
 
弘
前
放
送
局

N
 

且
K
学
園
高
校
係

（
電
話
、
一
一
 

ー
五
四
一

】
）
 へ
、
お
問
い
あ

わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

三
一
三
三
三
三
三
三
三
三

三
」
三
 

模
範
店
員
 

従
業
員
表

彰
式
 

五
所
川
原
市
ー
五
所
川
原
商

工
会
議
所
主
催
に
よ
る
、
第
十

回
模
範
店
員
、
従
業
員
表
彰
式

は
、
二
月
十
九
日
午
前
十
時
か

ら
、
五
所
川
原
商
工
会
議
所
ホ
 

ー
ル
で
お
こ
な
わ
れ
る
。
 

‘、

‘
・
 

放
送
を
利

用
し
働
き
な
が
ら

卒
業
で

き
る
 

N
H
K
学
園

高
校
生
徒
募

集
 



（
写
真
…
一
月
発
生
し
た
福
岡
の

・K
災
現
場
）
 

懇 A 

ス
 

火
事
は
い
つ
し
ゆ
ん
に
し
て

貴
重
な
財
産
を
焼
き
つ
く
し
、
 

尊
い
人
命
ま
で
も
 
う
ぱ
う

こ

と
が
あ
り
ま
す
。
 

火
災
の
防
止
は
、
な
ん
と
い

つ
て
も
、
火
事
を
だ
さ
な
い
よ

う
に
つ
と
め
る
こ
と
が
第
一
要

件
で
す
。
し
か
し
、
不
幸
に
し

】
 
て
、
出
火
し
た
と
き
は
、
被
害

一
 
を
最
少
限
度
に
く
い
と
め
る
ふ

一
 
《
 だ
ん
の
対
策
と
、
 

”
 
と
つ
さ
の
機
転
が

画
 
必
要
で
す
。
 

叫
 
と
く
に
冬

の
火
 

．
一
 叫
 
災
に
は
、
尊
い
人
 

」
 
命
を
失
う
事
態
が

叫
 
年
A
ふ
え
て
い
ま
 

川
 

こ
れ
と
い
う
の
 

m
 
も
、
防
寒
の
た
め
 

r
、
m
 
雪
囲
い
し
、
不
時
 

ー
 
”
 
の
火
災
へ
の
対
策
 

と
し
て
の
窓
や
縁

側
、
非
常
ロ
を
ふ
 

市
 
《
 
さ
ぎ
、
火
災
の
と
 

き
の
に
げ
ロ
を
、
 

な
く
し
て
い
る
こ

と
も
原
因
し
て
お

り
ま
す
。
 

こ
と
し
は
、
 一
 

雪
の
あ
る
い
ま
、
火
事
を
お

こ
す
と
大
変
な
こ
と
に
な
り
ま

す
o
恐
し
」
兜
災
に
備
え
で
、
 

ぜ
ひ
取
り
つ
け
た
い
の
は
、
近

代
的
家
庭
用
品
と
し
て
の
消
火

器
で
す
。
家
庭
用
消
火
器
と
し

て
は
、
六
〇
〇
円
か
ら

一
、
一
一

〇
〇
円
の
も
の
が
、
市
販
さ
れ

て
お
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
粉
末

消
火
器
で
、
電
気
、
油
、
ガ
ス

に
よ
る
火
災
に
適
応
す
る
も
の

で
す
。
最
近
は
、
ど
こ
の
家
庭

で
も
電
気
器
具
、
油
、
ガ
ス
を

利
用
し
て
お
り
ま
す
が
、
こ
れ

に
よ
る
火
災
も
、
昨
年
は
十
四
 
 

月
か
ら
二
月
五
日
ま
で
の
間
に

す
で
に
六
件
の
火
災
が
発
生
し

尊
い
人
命
も
う
ば
わ
れ
て
お
り

ま
す
。
火
尤
が
、
と
な
り
近
所
 

》
一対
す
る
迷
惑
と
、
不
信
を
か
 

5
と
い
5
恐
れ
か
ら
，
ひ
そ
か

に
消
し
と
め
よ
う
と
し
て
、
自

分
の
手
に
あ
ま
し
、
心
な
ら
ず

も
大
事
に
い
た
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
 

件
と
多
く
 
こ
と
し
も
．
す
で

に
二
件
に
の
ぼ
つ
て
お
り
ま
す

万
一
の
た
め
に
、
ぜ
ひ
、
消
火

器
を
お
備
え
く
だ
さ
い
。
 

し
た
が
つ
て
、
発
見
者
は

こ

と
の
大
小
に
か
か
わ
ら
ず
、
早

期
通
報
の
手
を
う
ち
，
そ
の
の

ち
に
臨
機
応
変
の
処
蹴
に
よ
り

被
害
を
最
少
限
度
に
、
く
い
と

め
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
 ま
た

家
を
留
守
に
し
て
、
火
災
を
お

こ
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す

が
、
出
か
け
る
と
き
は
、
火
の

あ
と
始
末
に
十
分
気
を
つ
け
て

く
だ
さ
い
。
 

昨
年
、

一
年
間
市
内
で
六
十

件
の
火
災
が
発
生
し
、
二
、
 一

一
八
万
円
の
損
害
を
出
し
て
お

り
ま
す
。
 

こ
れ
を
原
因
別
に
み
ま
す
と

残
火
の
不
始
末
十
四
件
、
タ
バ

コ
六
件
、
電
気
に
上
る
も
の
六

件
、
車
輔
五
件
、
 ェ
ン
ト
ッ
五

件
、

コ
タ
ツ
五
件
、
子
供
の
火

遊
び
四
件
、
石
油
コ
ン

ロ
四
件

飛
火
四
件
、
油
火
災
三
件
《
放
 

市
内
神
山
（
長
橋
支
所
跡
）
 

に
建
設
中
の
長
橋
児
童
舘
は
、
 

昨
年
十
月
十
三
日
，
附
近
の
幼

児
の
た
め
の
施
設
と
し
て
、
一
一

四
〇
万
円
の
建
設
資
で
着
工
し

十
二
月
二
十
三
日
完
成
し
ま
し

た
。
 

長
橋
児
童
舘
は
、
木
造
平
家
 

建
モ
ル
タ
ル
仕
上

で
建
設
面
積
は
、
 一

一
五
八
・
四
平
方

メ
ー
ト
ル
 （
四
八
・
‘
 

坪
）
、
内
部
に
は

集
会
室
、
遊
ぎ
室

J
 

図
書
室
、
事
務
室

炊
事
室
な
ど
が
完

備
し
て
お
り
ま
す
 
 

火
三
件
、
プ
ロ
パ
ン
ガ
入
に
よ

る
も
の
一
件
と
な
つ
て
お
り
ま

す
。
月
別
に
は
、
 一
月
六
件
、
 

二
月
入
件
、
三
月
五
件
、
四
月

八
件
、
五
月
三
件
、
六
月
三
件

七
月
五
件
、
八
月
二
件
、
九
月

一
件
，
十
月
七
件
、
十

一
月
五

件
、
十
二
月
七
件
と
十
月
か
ら

四
月
ま
で
か
、
多
く
な
つ
て
お

り
ま
す
か
ら
、
火
の
元
に
は
、
 

十
分
注
意
し
て
、
火
事
を
だ
さ

な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
 

開
舘
は
、
四
月
一
日
で
す
。
 

（
写真
；

・完
成
し
た
長
橋
児
 

童
舘
）
 

火
事
だ
ク
二
 
ー
九
 

火
の

元
に

注
意
し
ょ

う
 

(3) 	 昭和 40 年 2 月 15 日 	 市 	政 	ニ 	ユ 	ー 

ニ 』 す。 

家
庭
用
消
火
器
を
 

お
 
備
 
え
 
く
 
だ
 さ
 
い
 

二
，・
、ご！
二
I
'
.？・
？
二
…、

一ニ
ニ‘
ぐ
・
二
I

‘
…一
？二
！
．
・
 

長
橋
児
童
館

入
所
児
募
集
 

長
橋
児
童
館
で
は
、
っ
ぎ
に
よ
り
入
所
児
を
募
集
し
 

て
お
り
ま
す
。
 

△
募
集
人
員
…
五
十
人
 

△
募
集
範
囲
：
‘長
橋
児
童
館
か
ら
ニ
キ
ロ
以
内
の
三
 

歳
以
上
の
幼
児
 

ノ
 

△
保
育
時
間
…
四
月
か
り
十
月
ま
で
は
、
午
前
八
時

三
十
分
か
ら
午
後
三
時
ま
で
、
十
一
月
か
ら
三
月

ま
で
は
．
午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午
後
二
時
ま
で

△
保
育
料
…
五
〇
O
円
 

△
申
し
込
み
…
一
一月
二
十
日
ま
で
に
、
長
橋
支
所
に

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
 

ケ
お
、
く
わ
し
く
は
長
橋
支
所
に
お
間
い
合
せ
く
だ

さ
い
。
 

二
‘
こ
二
．
く
J

・
二
I

二
「・
！
・
！
；
、
」
二
．
く
S

・I

…
；
、
‘
 

長
橋
児
童
舘

完
成
 

開
 
館
 は
 
四
 月
 
一
 
日
 



(4) 昭和 40 年 2 月 巧日 
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男
女
合
同
除
厄
祈
願
祭
 

参

加
者

を

募
集
 

男
の
四
十
二
歳
と
女
の
三
十

三
歳
は
、
大
厄
と
い
わ
れ
て
お

り
ま
す
。
 こ
の
大
厄
を
、
市
民

の
厄
年
の
方
み
ん
な
で
除
こ
う

と
、
佐
A
木
啓
二
氏
が
発
起
人

代
表
と
な
り
、
昭
和
四
十
年
の

男
女
合
同
阪
ぜ
祈
願
祭
を
、
お

こ
な
い
ま
す
か
ら
、
希
望
者
は

お
申
し
込
み
く
だ
さ
る
よ
う
、
 
 

の
ぞ
ん
で
お
り
ま
す
。
 
 

と
き
…
三
月
七
日
 
（
日
）
 

 

と
こ
ろ
i
中
央
公
民
舘
 

会
費
：
！
一
、〇
〇
〇
円

（
申

込
と
同
時
に
納
入
し
て
く
だ
さ

い
）
 

申
込
期
日
…
昭
和
四
十
年
一
一

月
二
十
八
日
ま
で
 

申
込
場
所
…
本
町
佐
A
木
下
 

駄
店
、
寺
町
神
自
転
車
店
 
新

町
木
村
米
穀
店
、
鎌
谷
町
山
上

商
店
、
田
町
加
藤
わ
た
や
、
下

平
井
町
一
戸
商
店
、
敷
島
町
小

田
桐
自
転
車
店
 

家
庭
教
育
学
級
 
婦
人
学
級

研
究
発

表
会
 

家
庭
教
育
学
級
、
婦
人
学
級

を
発
展
充
実
さ
せ
る
た
め
に
、
 

関
係
者
が
集
ま
り
、
学
習
の
成

果
を
発
表
す
る
と
と
も

に
、
当

面
す
る
問
題
を
研
究
協
議
し
て

そ
の
振
興
を
は
か
る
た
め
、
県

教
育
委
員
会
、
五
所
川
原
市
教

育
委
員
会
が
共
催
で
、

つ
ぎ
に

よ
n
研
究
発
表
会
を
開
き
ま
す

か
ら
、
関
係
者
の
参
加
を
の
ぞ
 

わが家の操式 

」’l りてる．よっ；', 、 

連転！」ゼうた 1 しない‘． 

三
三
一
三
三三
ニ
三
「
「
？
ニ
三
三
子三
三
一
三
「
一三
三
三三
三
三
三
三
ニ三
三
三
 

川
 

さ
 

ん
 
が
 

ノ、、、 

と き 2月28日 午後2時

ところ 市民文化会館ホール

出 演 N'H'K児童合唱団 

天内ケィ子パレー団 

青 森 歌 劇 団

内 容 津軽のせん律ほカ， 

オペレツタ 

「ホラデンの手柄」 

歌 唱 指 導

入 場 無 料 

（入場整理券は教育委員会

子供会で発行します） 

少年音楽会のお知らせ 

ニ 	ユ 	ー・ ス
 
画
 

①
水
を
だ
し
つ
ば
な
し
に
し
 

・“ IluI'II●III' ii sI i lI”，画h'"'"I""""""""""'""'l●“""""“●“”川I""'""""""""""'lI●“"m'""n'"'"h"I'mI”叫h""'hI加”"""""I川”“InI"""“皿‘ """""I i ii i. 

て
お
く
か
、
水
道
を
使
つ
た
後

じ
や
口
を
ゆ
る
め
て
お
き
ま
す

と
、
晩
に
な
る
と
水
圧
が
さ
が

り
ま
す
か
ら
、
使
用
し
た
後
は

じ
や
ロ
を
き
つ
く
し
め
て
お
く

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
 

②
じ
や
ロ
を
き
つ
く
し
め
て

も
、
じ
や
ロ
か
ら
水
が
で
る
よ

う
で
し
た
ら
、
じ
や
ロ
の
中
の
 

水
道
は
、
私
た
ち
が
生
活
し

て
ゆ
く
上
に
大
切
な
も
の
で
す

二
月
三
ー
四
日
の
寒
さ
で
、
市

内
で
七
十
六
件
の
水
道
管
の
破

れ
つ
ゃ
凍
結
が
、
水
道
課

に
届

け
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
 

し
か
し
、
水
道
は
、
ち
よ
つ

と
気
を
つ
け
れ
ば
、
防
ぐ
こ
と

が
で
き
ま
す
か
ら
、
お
互
い
が

つ
ぎ
の
こ
と
に
注
意
し
て
い
た

だ
け
る
よ
ら
、
水
道
課
で
は
の

ぞ
ん
で
お
り
ま
す
。
 

コ
マ
皮
が
悪
い
の
で
す
か
ら
、
 

コ
マ
皮
を
と
り
か
え
て
く
だ
さ
 

③
じ
や
口
を
き
つ
く
し
め
る

と
、
朝
に
は
じ
や
口
が
凍
つ
て

お
り
ま
す
が
、
熱
い
タ
ォ
ル
で

あ
た
た
め
ま
す
と
、
水
は
す
ぐ

で
ま
す
。
そ
れ
で
も
で
な
い
と

き
は
、
水
道
管
が
凍
つ
て
い
る

の
で
す
。
 

だ
が
、
あ
つ
い
お
湯
を
そ
の

ま
ま
か
け
ま
す
と
、
破
れ
つ
し

ま
す
か
ら
、
熱
い
タ
オ
ル
で
水

道
管
を
、
あ
た
た
め
ま
す
と
、
 

水
が
で
ま
す
。
 

段

を

得
 
る
 

日
本
弓
道
連
盟
か
ら
弓
道
初
段

の
段
位
を
認
許
さ
れ
ま
し
た
。
 

女
子
と
し
て
の
初
段
は
、
戦
 

後
、
西
北
五
地

方
で
は
四
人
目

で
す
。
 

（写
真
i

認
 

許
状
を
手
 

に
す
る
黒
 

川
さ
ん
）
 

ん
で
お
り
ま
す
。
 

と
き
；
・
ニ月
二
十
二
日
、
一
一
 

十
三
日
 

と
こ
ろ
…
五
所
川
原
市
民
文

化
会
館
 

参
加
者

；
‘家
庭
教
育
学
級
生

お
よ
び
運
営
関
係

者
、
婦
人
学
級
生

お
よ
び
運
営
関
係

者
 

こ
と
し

の
納
税
成
績
 

市
税
の
納
付
に
つ
い
て
は
、
 

み
な
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
毎

年
ょ
い
成
績
を
お
さ
め
て
お
り

ま
す
。
 

こ
と
し
も
．
十
二
月
末
ま
で

に
、
八
三
・
一
七
％
の
納
税
率

を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た

あ
r
Jが
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
 

各
地
区
ご
と
の
納
税
率
は
、
 

梅
沢
九
九

・
一
三
％
、
中
川
九

五
 
四
一
％
、
栄
九
三
・
七
八

％
、
三
好
九
二

・
三
〇
％
、
松

島
九

一
・
〇
六
％
、
飯
詰
八
九
 

・

八
二
％
、
長
橋
八
九
・
三
九

％
、
毘
沙
門
八
八
・
〇
九
％
、
 

七
和
八
六

・
〇
七
％
、
五
所
川

原
七
七

・
二
六
％
で
し
た
。
 

農
業

セ
ン
サ
ス

に
 

ご
 

協
 
カ
 

を
 

農
林
省
で
は
‘
二
月
一
日
を

調
査
期
日
と
し
て
、
農
業
セ
ソ

サ
ス
を
お
こ
な
い
ま
す
。
 

二
の
農
業
セ
ン
サ
ス
は
、
農

業
を
お
こ
な
う
世
帯
や
、
事
業

体
の
す
べ
て
を
、
 一
斉
に
調
査

す
る
も
の
で
す
。
 つ
き
ま
し
て

は
、
指
導
員
，
調
査
員
が
、
お

宅
を
お
伺
い
し
ま
し
た
ら
、
調

査
の
主
旨
を
ご
理
解
く
だ
さ
い

ま
し
て
、
ご
協
力
願
い
ま
す
。
 

お
互
い
に
注
意
し

て
 

水
道
を

凍
ら
さ
な
い

で
ク
 

早
…
 
寒
さ
が
き
び
し
く
な
り
ま
す
と
、
水
道
 
…
挙
 

☆
：
《
 
管の
、破
れ
つ
や
じ
や
口
が
凍
つ
て
、
水
 
…
早
 

☆
…
 
が
出
な
く
な

つ
た
り
し
て
お
り
ま
す
。
 

・：
準
 

早
…
 
こ
う
し
た
破
れ
つ
や
凍
結
は
、
ち
よ
つ
 
・
・
女
 

☆
…
 
と
の
注
意
で
、
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
 

・
：
☆
 

弓

道
初
 

市
立
西
北
中
央
病
院
に
勤
務

す
る
黒
川
彩
子
さ
ん

（2
1）
は

こ
の
ほ
ど
、
財
団
法
人
、
全
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